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はしがき 

 
 土の凍結融解現象を利用した汚染土壌の浄化修復技術が，研究代表者と研究分担者らに

より提案されている．本研究の対象は，細粒分を多く含んだ汚染土壌に対して凍結融解に

よる透水係数の増加に期待した技術である．本研究期間においては，細粒土の透水係数が

凍結融解後に変化するメカニズムを解明し，汚染土壌の凍結融解洗浄効果を事前に評価で

きることを目的として，土構造，土粒子や土中に含まれている物質が透水係数の変化にど

のような影響を与えているのか検討を行なった．研究期間における主な成果は，以下のと

おりである． 

（１） 細粒土の凍結融解による透水係数変化について,１次元凍結融解試験と圧密透水試

験から土構造の変化と土粒子自体の変化に分けて定量的に評価する方法が提案された．本

研究ではその適用性が関東ロームと藤森粘土において確認され，一般的な土質においても

適用可能であると推察される． 

（２） 凍結融解による透水係数変化のメカニズムについて，関東ロームのように液性限界，

粒度試験，微視的観察からある程度の説明が可能な土も存在するが，藤森粘土などではこ

れらの実験から透水係数変化の要因を説明することが困難であった．しかし，凝固点温度

と凍結水量から求めた有効間隙比の変化を用いると，一般的な土においても土粒子と間隙

水との関係が変化していることを確認できる可能性があることが示された． 

（３）透水係数変化に粘土鉱物の及ぼす影響は確認されなかったが，間隙水中の様々な物

質が影響を与えていることは確実である．しかし，その仕組み自体はきわめて複雑であり，

今後の実験結果の分析が待たれる． 

（４）凝固点温度と凍結水量測定から透水係数以外の工学的性質を説明することが可能で

あることが示唆される結果が得られた． 
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